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マイクロライン剪刀とバイクランプを用いたTEP

　当科では、TEPを安全に遂行するために、無血野で膜構
造を確実に認識しながら切開剥離操作を行うことを意識
している。出血のない効率的な手術手技のために、エネル
ギーデバイスはモノポーラとバイポーラを併用する。モノ
ポーラはマイクロラインのミニメッツェンバウム剪刀を、バ
イポーラはバイクランプを使用する。VIO３の設定はモノ
ポーラがpreciseSECT(プレサイスセクト)モードを、バイ

クランプはthermoSEAL(サーモシール)モードを用いる。
　TEPは血管処理操作がないため、基本的にモノポーラの
みで手術を完遂することが可能であるが、止血やプレ凝固
に有用なバイクランプと併用することで、より出血の少ない
手術が可能になる。右手にモノポーラメッツェン、左手にバ
イポーラを把持することで、鉗子の持ち替えを最小限にし
つつ、切開、剥離、止血操作を効率的に行うことができる。

■ はじめに
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■ preciseSECTモードを用いたマイクロライン剪刀の利点と使用方法

　preciseSECTモードは、切開効果を伴った剥離モードであ
り、組織の層を意識した剥離が可能になる。実際使用すると、
周囲組織への通電が最小限でありながら、切開・止血効果が
強い印象があり、膜の切開と剥離操作に適していると考えて

いる。また、マイクロラインのミニメッツェンバウムは刃が小
さいため、刃先以外で生じる腹壁や腹膜への通電を極力抑
えることができ、preciseSECTモードと合わせて、TEPの操
作に適している。
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